
にも時々幼⽣が多く⾒られ、10月には幼⽣が
非常に少なくなることが明らかとなりました。
同じ調査を⾏った万⽯浦でも同様の傾向が確認
されています。また、幼⽣の密度は、東京湾や
三河湾などのアサリの巨⼤産地にも劣らず、松
島湾と万⽯浦のアサリ幼⽣の出現状況は非常に
良好であることが分かりました。

宮城県のアサリは東⽇本⼤震災による地盤沈
下と津波により⼤きな被害を受けましたが、震
災以前よりアサリ漁獲量の減少が続いていまし
た。アサリ漁業の復興のためには、豊富な幼⽣
量を効率的にアサリ⽣産に結び付けることが重
要であると考えられます。

今後は、海の流れによる幼⽣の移動プロセス
や稚貝の⽣き残りの状況を明らかにし、海の⽣
産⼒を活かしたアサリ⽣産の仕組みづくりを目
指していきます。
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アサリ幼生の出現状況を捉える
－松島湾・万⽯浦のアサリ資源の復活へ向けて－

①アサリ幼生の出現状況を捉える－松島湾・万⽯浦のアサリ資源の復活へ向けて－
②水中グライダーで海洋内部の生産構造を調べる

みなさんはアサリの子供（幼⽣）がどこにい
るのかご存知ですか？⽣まれたばかりのアサリ
はプランクトンとして海中を浮遊する⽣活を送
り、図1のように、トロコフォア幼⽣、D型幼
⽣、アンボ期幼⽣、フルグロウン期幼⽣と成⻑
しながら、2〜3週間後に海底に沈んで親と同
じ形の稚貝になります。浮遊幼⽣の⽣き残りや、
海の流れによってどこに辿り着くかは、干潟の
アサリの増減にとって非常に重要です。

アサリの幼⽣は一般にプランクトンネットで
採集しますが、顕微鏡で観察するだけでは同時
に採集される他の二枚貝の幼⽣と区別すること
は困難です。そこで、アサリ幼⽣にだけ反応す
る抗体と蛍光色素を使い、アサリ幼⽣に色をつ
けることで幼⽣を識別します（写真）。

図2は、この方法を用いて松島湾でアサリ幼
⽣調査を⾏った結果です。6月から幼⽣が出始
め、7月中旬から8月初旬が出現のピーク、9月

（特任部⻑室付研究等支援職員 阿部 博和）
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図1 アサリの⽣活史
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図2 松島湾における2012年〜2014年のアサリ幼⽣の出現状況
（幼⽣密度は湾内3地点の平均）
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注）本内容は水産庁補助事業「漁場⽣産⼒向上対策事業」の成果
の一部です
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